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第４回 第２期練馬区スポーツ振興基本計画策定懇談会 

開催記録 

 

 

■日 時  平成 26年１月 29日（水）18：30～20：10 

■会 場  練馬区役所東庁舎 5階 501会議室 

■出席者  （委員 14名 敬称略） 

早稲田大学スポーツ科学学術院准教授   作野 誠一 

筑波大学大学院人間総合科学研究科体育科学系教授 柳沢 和雄 

公益社団法人練馬区体育協会    石川 正子 

練馬区スポーツ推進委員会    石塚 利郎 

練馬区レクリエーション協会    牧  真一 

練馬区立中学校 PTA連合協議会   青栁 直美 

練馬区小学校 PTA連合協議会    柾  博光 

練馬区障害者団体連合会    的野 碩郎 

練馬区町会連合会     岡村 宏平 

公募区民      鎌田 康男 

公募区民      長井 詳典 

公募区民      古尾谷 均 

公募区民      宮崎 英孝 

公募区民      山中 康弘 

 

（練馬区区民生活事業本部 スポーツ振興課） 

地域文化部長、スポーツ振興課長 

（練馬区スポーツ振興基本計画策定懇談会事務局） 

 スポーツ振興課職員 ２名 

（支援事業者） 

株式会社創建 １名 

 

■欠席者  （委員 ４名） 

総合型地域スポーツクラブ    茨田 忍 

練馬区中学校校長会     赤木 宏行 

練馬区小学校校長会     早川 一秀 

練馬区老人クラブ連合会    重田 栄 

 

■傍聴者  ２名 
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■議  事  １（仮称）練馬区スポーツ推進ビジョン【素案】に対するパブリックコメ

ントの結果報告について 

２その他 

(1)今後のスケジュール 

   (2)その他 

 

 

■配布資料  資料１（仮称）練馬区スポーツ推進ビジョン【素案】に対する区民からの

質問・意見および区の考え方 

資料２（仮称）練馬区スポーツ推進ビジョン【素案】に対する区民からの

質問・意見に対する修正事項 

資料３（仮称）練馬区スポーツ推進ビジョン【案】 

 

 

資料 
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■要 旨 

１. （仮称）練馬区スポーツ推進ビジョン【素案】に対するパブリックコメントの結果報告に

ついて 

（座  長）事務局に説明を求める。 

（事 務 局）資料１について説明。 

（座  長）26件のパブリックコメントに対応している。意見等はあるか。 

（委  員）資料２の１つ目の修正事項について、「開場時間」は開始時刻、「開館時間」は開

館している時間を表しており、表現が混在して分かりづらい。 

（事 務 局）修正する。 

（委  員）障害者に広く認知されていない障害者スポーツも多くある。普及啓発のためのルー

ルブックづくりや障害者と健常者が一緒に運動できる企画を考えてほしい。 

（座  長）P.32（４）障害者のスポーツ活動の推進の項目に追記するべきか。 

（委  員）具体的に普及啓発に取り組むという表現があるとよい。 

（座  長）「みる」スポーツの視点も合わせて文言を追記するとよい。 

（事 務 局）ご意見を踏まえ修正することとする。 

（委  員）障害者だけでなく、あまり運動をしない高齢者の運動環境の整備について検討して

はどうか。 

（事 務 局）P.31（３）高齢者のスポーツ活動の推進のところで高齢者向け施設での運動機会に

ついてふれるべきか。 

（委  員）老人クラブや老人福祉施設等でも運動ができる機会があればより。 

（事 務 局）修正する。 

（委  員）パブリックコメント後に素案を修正することは可能か。 

（事 務 局）本日の懇談会の意見も踏まえて修正する。 

（副 座 長）１点目、P.8スポーツ実施頻度のところで「運動をしなかった」人が前回の調査と

比較すると大きく異なっているが、注釈をいれるべきではないか。 

 ２点目、P.36（１）②で「ツイッター」とあるが、固有名詞は避けるべきではな

いか。 

（事 務 局）修正する。 

（委  員）P.9「運動やスポーツを行わなかった理由」の回答者数が今回の調査と前回の調査

で大きく違うのはなぜか。 

（事 務 局）設問の構成が異なるため、回答者の数が異なっている。 

 

２. その他 

(1)今後のスケジュール 

 （事 務 局）２月上旬に庁内員会、下旬に教育委員会、３月の議会報告を経てビジョンの策定

となる。成果物は３月に配付する。 

(2)その他 

・地域文化部長より閉会のあいさつが行われた。 

■閉会                                     以上 


